平成２３年６月１日

福祉・介護事業所
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一般社団法人島根県社会福祉士会

会　　長　　松　本　憲　二　郎

キャリア形成訪問指導事業の活用について（ご案内）

当会の事業につきましては、平素より格別のご理解とご協力を賜りありがとうございます。

さて、この度、島根県人材確保・定着対策事業の一環として、キャリア形成訪問指導事業が平成２１年１２月から実施され、当会もこの事業に参画させていただいているところでございます。

この事業は福祉・介護従事者のキャリアアップのための研修講師として当会ならびに各種派遣団体（別紙参照）から派遣を受けてた場合、講師報酬やその他の経費が県から補助されるものです。（詳細は、別紙要綱等をご参照下さい。）

当会からは、下記の内容で講師の派遣が可能です。貴施設の施設内研修等にぜひご活用くださいますようご案内申上げます。

· 申し込み、お問い合わせ

　〒699-1621　仁多郡奥出雲町上阿井424-1

奥出雲町介護老人福祉施設あいサンホーム内

一般社団法人島根県社会福祉士会事務局
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Ｅ-mail：smnjacsw@okuizumo.ne.jp
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キャリア形成訪問指導事業実施要綱
（目的）
第1条　この要綱は、福祉・介護事業所への訪問等により、職員のキャリアアップや資質の向上を図るための研修等を実施することを通じて、福祉・介護サービスの安定的な提供体制構築に資するよう必要な福祉・介護人材の安定的確保を図ることを目的とする。
（事業内容）
第２条　事業内容は、福祉・介護事業所のニーズに応じて研修講師を派遣するほか、研修プログラムの作成や職員の能力評価等を実施するなど、職員のキャリアアップや資質の向上を図ることを目的としたものを対象とする。
（事業主体）
第３条　事業主体は、島根県内に厚生労働大臣が指定する社会福祉士、介護福祉士又は精神保健福祉士の養成施設を有する法人や、福祉・介護に関する職能団体等、若しくは県とする。
（実施方法）
第4条　事業主体は、第2条の事業に必要な一連の企画・事務業務を計画的に行うこととする。
（事業実施にあたっての留意事項）
第５条　事業主体は、当該事業を活用するにあたって、補助事業完了後も継続的な取組がなされるよう配慮しなければならない。
（費用）
第６条　県は、事業主体に対して必要な経費を別に定めるところにより補助するものとする。
附　則
　本要綱は、平成21年12月１日から施行する。
